
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
私
の
日
本
に
引
揚
げ
て
か
ら
の
第
一
の
働

き
場
所
で
あ
り
、
其
後
二
十
年
間
炭
鉱
生
活
を
送
っ
た
縁
と
な
っ

た
次
第
で
す
。

後

書

終
戦
後
す
で
に
四
十
五
年
を
経
過
し
、
一
緒
に
引
揚
げ
元
気
で

あ
っ
た
母
も
既
に
亡
く
、
世
は
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移
り
変
わ
っ

て
引
揚
げ
の
と
き
三
十
歳
の
私
も
す
っ
か
り
老
年
者
と
な
り
ま
し

た
。
今
は
子
供
、
孫
と
一
緒
に
平
和
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
平
和
が
永
く
続
い
て
、
二
度
と
子
供
や
孫
達
に
私
達
の
よ
う

な
戦
争
の
苦
し
み
を
味
わ
せ
た
く
な
い
も
の
で
す
。

又
日
本
に
引
揚
げ
る
こ
と
も
で
き
ず
樺
太
で
亡
く
な
り
、
現
在

の
平
和
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
先
輩
、
同
僚
に
は
心
か

ら
冥
福
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

磯
舟
に
乗
っ
て
逃
げ
帰
っ
た　 

北
海
道
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敏
　 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
戦
争
は
終
結
し
た
。
弥
満
小
学
校

長
の
連
絡
で
終
戦
を
知
っ
た
。
佐
瀬
校
長
は
、
職
員
各
戸
を
走
り

廻
っ
た
。
一
同
は
驚
き
、
市
街
地
中
央
の
十
字
路
面
に
車
座
に
な

り
、
知
床
村
の
方
針
、
日
本
国
の
今
後
の
政
策
に
、
樺
太
庁
に
電

話
で
問
い
合
わ
す
も
返
信
な
し
。
大
泊
町
か
ら
も
通
達
な
し
。
村

民
は
う
ろ
た
え
る
の
み
で
し
た
。

十
六
日
、
知
床
村
は
樺
太
を
引
き
揚
げ
る
と
発
表
が
あ
り
、
各

戸
に
戸
籍
謄
本
と
非
常
用
に
米
二
斗
、
砂
糖
の
配
給
が
あ
り
ま
し

た
。
荷
物
は
三
個
と
限
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
家
の
中
の
物
、
三
個

と
な
れ
ば
、
あ
れ
か
こ
れ
か
と
出
来
上
が
ら
ず
、
夕
方
に
な
っ
て

大
き
さ
一
尺
五
寸
立
方
と
変
わ
り
、
手
持
米
イ
リ
米
に
と
、
指
示

が
出
た
。
毎
時
変
わ
る
、
班
内
連
絡
や
、
荷
造
り
で
役
場
行
き
。

十
七
日
は
連
絡
船
の
割
当
が
知
床
村
に
は
な
く
、
十
八
日
、

女
・
子
供
は
朝
七
時
に
バ
ス
停
に
集
合
。
先
を
争
う
人
ば
か
り

で
、
役
場
職
員
は
日
本
刀
で
乗
車
整
理
。
青
年
学
校
職
員
家
族
と

妻
と
子
供
、
姪
の
四
人
は
一
番
車
に
乗
れ
た
が
、
男
子
は
自
家
用

の
馬
車
で
、
私
は
リ
ヤ
カ
ー
に
三
個
の
荷
物
を
持
っ
て
、
大
泊
港

に
向
か
っ
た
が
、
長
浜
で
パ
ン
ク
し
、
修
理
出
来
ず
そ
の
ま
ま
大

泊
船
見
町
に
、
午
後
十
時
過
ぎ
頃
到
着
し
た
。

集
合
地
、
小
林
綿
屋
で
皆
が
待
っ
て
お
り
全
員
集
合
で
き
た
。



大
泊
桟
橋
の
乗
船
事
務
所
に
連
絡
す
る
と
、
知
床
村
の
順
番
は
終

結
次
第
と
い
う
の
で
、
十
九
日
は
朝
か
ら
桟
橋
通
り
に
集
合
し
た

が
、
知
床
村
全
員
の
集
団
は
後
方
で
、
桟
橋
ま
で
は
四
、
五
百
人

は
お
り
、
昨
夜
も
こ
こ
で
夜
明
か
し
し
た
様
で
、
子
供
の
泣
き
声

や
迷
子
を
大
声
で
呼
ぶ
人
や
、
三
十
歳
前
後
の
婦
人
は
背
に
わ
ず

か
な
荷
物
と
そ
の
上
に
子
供
を
十
字
型
に
二
人
背
負
う
姿
。
母
親

の
愛
と
追
わ
れ
る
者
の
心
理
か
ら
出
る
、
女
の
体
力
で
あ
ろ
う
。

十
九
日
は
午
後
、
樺
太
と
い
え
ど
も
晴
天
続
き
で
、
高
温
の
た

め
、
此
の
さ
ま
で
は
病
人
が
出
て
き
て
は
困
る
と
思
い
、
大
泊
町

か
ら
米
や
莚
の
配
給
を
受
け
て
、
船
見
町
漁
業
者
の
加
工
場
に
一

部
引
き
揚
げ
て
順
番
待
ち
を
交
代
制
に
し
た
が
、
日
が
立
つ
に
連

れ
桟
橋
通
り
は
、
持
物
を
整
理
し
て
捨
て
る
品
で
山
と
な
り
、
す

べ
て
の
品
が
新
品
ば
か
り
。
大
型
の
の
こ
ぎ
り
も
木
の
さ
や
に

入
っ
て
あ
っ
た
が
、
荷
物
が
重
く
て
夫
婦
喧
嘩
が
始
ま
る
。
別
の

老
夫
婦
は
、
背
負
い
荷
物
の
中
で
、
ぼ
ん
ぼ
ん
時
計
が
時
を
知
ら

す
。二
十
三
日
午
後
十
一
時
、
桟
橋
事
務
所
か
ら
疎
開
中
止
と
発
表

が
あ
り
、
こ
の
と
き
、
知
床
村
は
解
散
と
な
っ
た
。

二
十
四
日
、
大
泊
町
内
の
空
家
に
知
人
集
合
。
二
十
五
日
、
ソ

連
軍
上
陸
開
始
と
同
時
に
、
男
子
は
船
見
町
駅
に
集
ま
っ
た
。
元

軍
人
ら
し
き
者
、
及
び
働
け
る
若
い
者
数
人
が
拘
引
さ
れ
た
。
私

は
運
良
く
逃
れ
た
が
、
此
の
さ
わ
ぎ
で
大
泊
町
か
ら
白
い
布
及
び

白
紙
を
手
に
し
な
け
れ
ば
外
出
禁
止
。
ま
た
、
各
家
に
白
布
を
軒

先
に
出
す
よ
う
通
達
が
出
た
。
二
十
六
、
七
、
八
日
ソ
連
軍
の
使

役
に
、
男
子
全
員
出
役
さ
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
仕
事
は
日
本
人
の

荷
物
の
没
収
。
荷
物
は
引
き
揚
げ
者
が
持
っ
て
来
た
大
切
な
心
の

こ
も
っ
た
一
家
の
財
産
で
、
大
泊
駅
構
内
全
線
の
各
列
車
、
貨
車
、

客
車
、
み
な
満
載
の
品
。
桟
橋
内
の
待
合
室
の
荷
物
は
私
共
の
手

で
ソ
連
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
込
む
。
そ
の
悔
し
さ
を
今
も
思
い
出
せ

ば
悔
し
い
限
り
で
す
。
引
揚
者
の
財
産
は
、
祖
先
か
ら
の
苦
労
が

産
ん
だ
宝
な
の
で
す
。

二
十
八
日
夕
方
、
大
泊
町
か
ら
二
十
九
、
三
十
日
、
現
住
地
に

帰
る
よ
う
、
そ
の
後
は
ソ
連
兵
の
歩
哨
が
立
ち
、
大
泊
か
ら
移
動

出
来
な
い
と
通
達
が
あ
り
、
引
き
揚
げ
を
断
念
し
て
、
知
床
村
へ

帰
る
こ
と
に
し
た
が
、
馬
も
車
も
誰
が
持
っ
て
行
っ
た
の
か
無
い

た
め
、
誰
か
が
見
つ
け
て
き
た
馬
車
に
荷
物
を
た
の
み
、
皆
で
徒

歩
で
二
日
か
か
っ
て
知
床
村
に
帰
っ
た
が
越
冬
す
る
気
に
は
な
れ

な
か
っ
た
。



四
、
五
日
し
た
ら
、
ソ
連
軍
の
指
揮
官
が
ト
ラ
ッ
ク
で
弥
満
市

街
に
来
て
、
家
の
中
の
荷
造
り
し
た
品
は
全
部
持
っ
て
行
っ
た
。

皆
、
荷
物
を
隠
す
の
に
苦
労
し
た
が
、
毎
日
別
の
車
が
来
て
、
弥

満
市
街
地
か
ら
、
手
当
た
り
次
第
に
持
っ
て
行
く
の
で
、
此
の
分

で
は
永
住
な
ど
む
り
で
、
札
搭
部
落
ま
で
三
里
の
道
を
知
人
の
車

で
荷
物
運
び
。
こ
の
先
、
岬
ま
で
六
里
、
白
岩
ま
で
三
里
行
く
と
、

海
に
な
り
、
札
搭
方
面
か
ら
は
岩
間
が
あ
り
見
え
な
い
の
で
、
磯

舟
で
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
に
し
た
が
、
舟
を
進
ま
す
こ
と
が
出
来

ず
、
丘
で
ロ
ー
プ
を
引
き
、
竿
で
か
じ
を
取
り
、
岩
の
浅
瀬
の
所

は
海
に
入
り
引
き
舟
を
し
た
り
し
て
、
白
岩
の
入
り
海
の
所
に
朝

着
い
た
が
、
別
の
組
は
漁
業
者
で
、
沖
の
方
か
ら
荷
物
舟
で
到
着

し
た
頃
は
、
朝
食
時
で
し
た
。
午
後
、
沖
の
方
の
弥
満
港
に
向
か

う
密
航
船
が
見
え
た
が
、
札
搭
部
落
か
ら
ソ
連
兵
に
銃
撃
さ
れ
て

引
き
返
す
の
を
、
私
共
の
舟
は
磯
舟
で
小
さ
く
札
搭
か
ら
見
え
な

い
の
で
沖
に
出
迎
え
に
行
っ
た
。

お
陰
様
で
、
白
岩
の
避
難
者
は
全
員
乗
船
出
来
た
が
、
一
人
三

百
円
で
、
荷
物
は
な
る
べ
く
少
な
く
と
い
う
の
で
、
我
身
に
か
え

ら
れ
ず
、
半
分
は
捨
て
た
。
夜
、
出
航
し
、
国
境
線
の
四
か
所
の

見
張
り
が
い
る
中
を
、
小
舟
の
た
め
通
過
出
来
て
二
十
年
十
月
一

日
無
事
、
手
塩
港
に
上
陸
し
た
。

夜
空
を
赤
く
染
め
て
炎
え
る
豊
原
を
後
に　 
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子
供
の
頃
か
ら
の
医
者
嫌
い
は
五
十
路
も
半
ば
と
い
う
の
に
、

い
っ
こ
う
に
直
ら
な
い
。
特
に
歯
痛
で
七
転
八
倒
し
な
が
ら
も
歯

科
医
に
行
く
気
に
な
れ
な
い
の
は
、
単
に
医
者
嫌
い
と
い
う
よ
り

も
、
あ
の
歯
を
け
ず
る
や
す
り
音
が
Ｂ29

の
襲
撃
音
を
思
い
出
さ

せ
る
。
終
戦
当
時
私
共
家
族
は
、
樺
太
の
内
路
に
居
住
し
て
お
り
、
さ

ほ
ど
大
き
な
街
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
が
、
街
に

は
憲
兵
隊
が
あ
り
軍
の
飛
行
場
が
あ
っ
た
た
め
Ｂ

29

の
集
中
攻
撃

を
受
け
た
も
の
と
思
う
。

空
が
暗
く
な
る
ほ
ど
雨
あ
ら
れ
と
爆
弾
を
投
下
し
て
行
く
さ
ま

を
、
防
空
壕
の
す
き
間
か
ら
息
を
止
め
て
見
て
い
た
こ
と
が
あ

る
。防
空
壕
の
上
に
は
敵
の
目
を
あ
ざ
む
く
の
だ
と
、
母
親
が
ま
い




